
  
【
上
川
中
部
森
林
管
理
署
】 

令
和
３
年
４
月
９
日
（
金
）
、
昨
年

４
月
に
開
校
し
た
道
立
北
の
森
づ
く

り
専
門
学
院
の
新
校
舎
落
成
式
が
行

わ
れ
、
上
川
中
部
森
林
管
理
署
長
が
森

林
管
理
局
長
代
理
と
し
て
出
席
し
ま

し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
道
立
林
産
試
験
場
の

庁
舎
内
で
の
学
び
舎
か
ら
、
敷
地
内
の

隣
接
地
に
地
元
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
新
校
舎
が
２
月
に
完
成
し
、
４

月
か
ら
供
用
を
開
始
し
、
２
期
生
の
入

学
式
に
合
わ
せ
た
落
成
式
と
な
り
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底
し
た
中
で
、

知
事
の
式
辞
（
代
読
）
に
続
き
、
来
賓

の
祝
辞
、
最
後
に
学
生
代
表
の
あ
い
さ

つ
で
閉
式
と
な
り
ま
し
た
。 

新
校
舎
は
、
木
造
２
階
建
で
、
エ
ン

ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
と
機
械
室
棟
が
配

置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

１
階
に
職
員
室
・
実
習
室
、
２
階
に

基
礎
教
室
を
そ
れ
ぞ
れ
南
側
に
配
置

し
、
四
季
の
太
陽
光
を
取
り
入
れ
、
変

化
の
あ
る
光
の
環
境
で
静
か
で
明
る

い
居
室
の
環
境
が
実
現
さ
れ
て
い
ま

し
た
。 

主
要
構
造
部
の
仕
上
げ
は
、
全
て
北

海
道
産
木
材
が
利
用
さ
れ
、
構
造
フ
レ

ー
ム
は
カ
ラ
マ
ツ
無
垢
材
を
加
工
し

た
コ
ア
ド
ラ
イ
材
と
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ

マ
ツ
材
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
が
併
用
さ
れ
て
お

り
、
小
径
木
で
あ
る
コ
ア
ド
ラ
イ
材
の

使
用
で
、
森
の
中
の
よ
う
な
木
の
林
立

す
る
リ
ズ
ム
・
木
の
繊
細
さ
と
美
し
さ

を
感
じ
さ
せ
、
ま
た
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ホ
ー
ル
の
吹
き
抜
け
の
大
き
な
ス
パ

ン
も
、
小
径
木
の
コ
ア
ド
ラ
イ
で
張
弦

梁
架
構
を
構
築
し
、
ハ
イ
サ
イ
ド
ラ
イ

ト
か
ら
の
光
で
森
の
中
の
木
漏
れ
日

の
よ
う
な
光
が
ホ
ー
ル
全
体
に
降
り

注
が
れ
る
校
舎
で
し
た
。 

【
北
海
道
森
林
管
理
局
】 

令
和
３
年
３
月
25
日
（
木
）
局
長
、

次
長
、
総
務
企
画
部
長
、
調
査
官
、
総

務
課
長
の
幹
部
職
員
と
令
和
２
年
度

に
入
庁
し
た
本
局
勤
務
の
高
卒
程
度

一
般
職
採
用
の
若
手
職
員
９
名
と
の

間
で
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
若
手

職
員
は
一
年
間
本
局
で
勤
務
し
、
４
月

期
の
人
事
異
動
で
道
内
の
各
森
林
管

理
署
、
森
林
事
務
所
に
配
属
に
な
り
ま

す
。 局

長
か
ら
は
「
行
政
官
と
し
て
色
々

な
意
見
を
聞
い
て
調
整
す
る
」
「
積
極

的
に
挑
戦
す
る
」
な
ど
現
場
勤
務
で
の

心
構
え
や
食
生
活
な
ど
生
活
面
で
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
し
た
。 

次
長
か
ら
は
「
良
い
と
き
も
悪
い
と

き
も
あ
る
、
相
談
す
る
こ
と
、
と
き
に

は
我
慢
す
る
こ
と
も
必
要
」
。
総
務
企

画
部
長
か
ら
は
そ
の
土
地
の
食
や
風

景
、
歴
史
な
ど
に
触
れ
楽
し
む
こ
と
、

総
務
課
長
か
ら
は
地
域
の
人
と
の
関

わ
り
の
大
切
さ
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
踏
ま
え
様
々
な
話
が
あ
り
ま
し

た
。 若

手
職
員
の
一
人
ひ
と
り
か
ら
一

年
間
の
本
局
勤
務
の
感
想
や
思
い
出

な
ど
が
話
さ
れ
、
新
た
な
配
属
先
で
は

「
森
林
づ
く
り
の
技
術
を
習
得
し
た

い
」
「
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
て
、
色
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
っ

た
意
気
込
み
の
ほ
か
、
「
仕
事
で
の
相

談
は
誰
に
す
る
の
か
」
「
森
林
事
務
所

で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
識
し
て

仕
事
を
す
べ
き
か
」
な
ど
の
質
問
が
あ

り
幹
部
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま

し
た
。 

最
後
に
局
長
か
ら
「
森
林
管
理
署
や

事
務
所
は
地
域
の
窓
口
、
い
つ
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
に
す
る
の
が
大
切
」

と
激
励
し
ま
し
た
。 

今
回
の
懇
談
は
、
若
手
職
員
が
新

た
な
職
場
で
安
心
し
て
業
務
に
取
り

組
み
、
国
民
や
地
域
の
人
か
ら
の
求

め
に
応
え
て
い
け
る
よ
う
に
企
画
し

ま
し
た
。 

こ
れ
か
ら
、
希
望
の
翼
を
広
げ
て

元
気
に
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。 

【
宗
谷
森
林
管
理
署
】 

令
和
３
年
３
月
13
日
（
土
曜
日
）

に
宗
谷
総
合
振
興
局
森
林
室
主
催
に

よ
る
利
尻
町
青
少
年
リ
ー
ダ
ー
の
会

「
若
葉
」
を
対
象
と
し
た
木
育
教
室

が
開
催
さ
れ
、
森
林
室
と
利
尻
森
林

官
が
連
携
し
て
企
画
し
、
当
日
の
講

師
を
森
林
官
が
担
当
し
ま
し
た
。
今

回
の
メ
イ
ン
は
森
の
素
材
を
使
っ
た

左から、和泉学生会長、竹内道議、
阿部会長、佐藤上川総合振興局長、
村田道議、寺田学院長 

利
尻
町
教
育
委
員
会 

森
林
環
境
教
育 

北
森
カ
レ
ッ
ジ
新
校
舎
落
成
式 

懇談の様子 

局
長
が
本
局
勤
務
の
若
手
職
員
と
懇
談 



   

「
お
ひ
な
さ
ま
」
づ
く
り
で
す
。 

利
尻
島
の
森
林
に
と
っ
て
大
切
な

話
、
木
が
ど
う
や
っ
て
伐
ら
れ
、
加
工

さ
れ
る
か
、
そ
し
て
何
に
使
わ
れ
て
い

る
か
な
ど
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
い

ま
す
。 

次
に
、
現
在
手
入
れ
が
遅
れ
て
い
る

利
尻
島
の
暗
い
森
林
、
後
世
に
残
し
た

い
豊
か
な
森
林
を
「
森
林
官
の
想
い
」

を
も
っ
て
紹
介
し
ま
し
た
。 

そ
し
て
い
よ
い
よ
木
工
作
の
お
時

間
で
す
。
シ
ラ
カ
バ
と
キ
ハ
ダ
の
土
台

に
松
ぼ
っ
く
り
の
体
、
ハ
ン
ノ
キ
の
顔

に
ど
ん
ぐ
り
や
カ
ラ
マ
ツ
の
実
の
帽

子
に
シ
ラ
カ
バ
の
皮
を
使
っ
た
扇
子

と
笏
（
し
ゃ
く
）
・
・
・ 

森
の
素
材
を
贅
沢
に
使
っ
た
工
作

を
、
匂
い
を
嗅
い
だ
り
、
素
材
の
色
や

形
を
楽
し
ん
だ
り
し
て
も
ら
い
な
が

ら
グ
ル
ー
ガ
ン
と
格
闘
し
な
が
ら
く

っ
つ
け
て
、
個
性
豊
か
に
仕
上
げ
て
い

ま
し
た
。 

こ
の
森
林
教
室
等
で
森
林
に
興
味

を
持
ち
、
森
林
に
入
っ
て
み
る
動
機
に

な
り
、
将
来
は
島
の
森
林
や
林
業
の
こ

と
を
漁
業
と
同
じ
よ
う
に
、
真
剣
に
考

え
て
も
ら
う
こ
と
に
繋
が
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。 

【
上
川
北
部
森
林
管
理
署
】 

原
木
保
管
施
設
の
整
備
は
、
当
署
と

下
川
町
で
締
結
し
て
い
る
下
川
地
域

森
林
整
備
推
進
協
定
に
基
づ
く
共
同

施
業
団
地
の
取
り
組
み
を
進
め
る
中

で
、
以
前
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
木
材
需
要
が
低
迷
し
、
地
域
の

製
材
工
場
の
木
材
は
動
き
が
鈍
く
な

っ
た
た
め
、
工
場
土
場
は
満
杯
と
な
り
、

当
署
の
委
託
販
売
材
も
需
要
不
振
の

た
め
山
元
土
場
に
余
裕
が
な
く
な
っ

て
い
た
こ
と
や
、
下
川
町
に
お
い
て
は

森
林
の
循
環
利
用
伐
採
と
再
造
林
に

影
響
が
出
な
い
よ
う
遊
休
の
町
有
地

約
５
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
活
用
し
、
下

川
町
と
共
同
で
原
木
保
管
施
設
と
し

て
整
備
し
ま
し
た
。 

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
１
．
木
材
需
要

者
等
は
、
国
有
林
材
と
町
有
林
材
を
一

緒
に
品
定
め
で
き
る
、
２
．
山
へ
原
木

を
見
に
行
く
労
力
や
時
間
を
省
く
こ

と
が
で
き
る
、
３
．
市
街
地
に
隣
接
し

て
い
る
た
め
、
積
雪
期
の
除
雪
経
費
の

削
減
が
期
待
で
き
る
、
な
ど
の
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す
。 

当
署
に
お
い
て
も
、
山
元
土
場
は
制

約
が
多
く
林
道
除
雪
経
費
も
掛
か
る

た
め
、
原
木
保
管
施
設
の
メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。 

今
後
は
「
民
国
協
調
出
荷
」
を
想
定

し
た
取
り
組
み
や
原
木
保
管
施
設
を

活
用
し
た
勉
強
会
の
開
催
を
検
討
し
、

地
域
の
木
材
需
要
者
へ
安
定
的
な
木

材
の
供
給
と
情
報
発
信
を
し
て
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

【
網
走
南
部
森
林
管
理
署
】 

令
和
３
年
２
月
８
日
（
月
）
斜
里
町

立
知
床
ウ
ト
ロ
学
校
に
お
い
て
、
22

名
を
対
象
に
防
災
授
業
を
実
施
し
ま

し
た
。 

知
床
ウ
ト
ロ
学
校
で
は
日
頃
か
ら

防
災
教
育
に
力
を
い
れ
て
お
り
、
防

災
授
業
の
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。 

前
半
は
、
山
地
災
害
を
含
む
自
然

災
害
や
ウ
ト
ロ
市
街
地
に
設
置
さ
れ

た
治
山
等
の
防
災
施
設
の
紹
介
、
ウ

ト
ロ
地
区
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内

容
等
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

後
半
は
、
治
山
工
事
の
現
場
見
学

を
行
い
、
工
事
の
目
的
や
設
計
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
、
斜
面
に
設
置
す

る
資
材
等
に
も
実
際
に
触
れ
て
も
ら

い
ま
し
た
。 

質
問
の
時
間
で
は
、「
土
石
流
に
つ

い
て
教
え
て
ほ
し
い
。
」
等
、
子
供
達

か
ら
積
極
的
に
質
問
が
出
て
、
防
災

に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
実
感
し
ま

し
た
。 

最
後
に
子
供
達
か
ら
お
礼
の
言
葉

を
い
た
だ
き
、
授
業
は
無
事
終
わ
り

ま
し
た
。 

作品と一緒に集合写真！ 

原
木
保
管
施
設
（
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
）

を
下
川
町
と
共
同
で
整
備 

グラップルによる椪積み作業 

工事現場内での説明の様子 

斜
里
町
立
知
床
ウ
ト
ロ
学
校
で
防
災
授

業
を
実
施 



                                

                               

                              

 
第
44

回
全
国
育
樹
祭 

（
北
海
道
２
０
２
１
） 

２
０
２
１
（
令
和
３
）
年
10

月

９
、
10

日
に
、
北
海
道
で
１
９

８
７
（
昭
和
62

）
年
以
来
34

年

ぶ
り
と
な
る
「
第
44

回
全
国

育
樹
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

全
国
育
樹
祭
と
は
継
続
し

て
森
を
守
り
、
育
て
る
こ
と

の
大
切
さ
を
普
及
啓
発
す
る

た
め
に
、１
９
７
７
（
昭
和
52

）

年
か
ら
全
国
各
地
で
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
る
行
事
で
す
。 

皇
族
殿
下
に
よ
る
樹
木
の

お
手
入
れ
や
、
参
加
者
に
よ

る
育
樹
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

（
１
）
お
手
入
れ
行
事 

10

月
9

日
（
土
曜
日
） 

苫
東
・
和
み
の
森(

苫
小
牧
市) 

（
２
）
式
典
行
事 

10

月
10

日
（
日
曜
日
） 

北
海
道
立
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

・
北
海
き
た
え
ー
る
（
札
幌
市
） 
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今月の木「アオダモ」 

 アオダモの木で作ったバットは、

粘りがあって割れにくく、軽量で振

りやすい。そのため長年プロ選手に

愛用されてきました。 

 

アオダモの花のイラストを 

表紙の月数字の横に載せました。 




